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自動運転移動サービスの安全性検討と
社会受容促進における仮想化技術の活用
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本日の発表内容

はじめに

自動運転移動サービスに関するJARIの取組み

開発への仮想化技術の活用

関係者間で走行イメージを共有する「簡易な仮想環境」
実現機能

交通シーンの再現例

おわりに
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はじめに

自動運転移動サービスの社会的背景
地方の移動手段確保やドライバ不足解消などの社会課題解決

 専用道路など限定空間における早期実用化の取組み

実現と普及に向けた課題
安全性と事業性を両立させる必要がある

•安全性の検討（技術開発＋走行環境・ルールの整備）

•社会受容性の醸成（理解合意対応）

- 地域住民による
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自動運転の社会実装に必要な「4つの受容性」
①生活変化：自動運転の普及による生活の変化の受容
②学習：自動運転の普及に向けた学習負荷の受容
➂コスト：自動運転の普及における様々なコスト負担の受容
④固有性・技術限界：自動運転特有の性質や技術の限界・
リスクの受容

出典：宮木由貴子「自動運転の社会的受容性醸成に向けて」 学術の動向,
2022年27巻2号 p.102-104 (2022)

「周辺の歩行者や車両をどこまで見ているのか？」
「歩行者脇の通過や交差点では、どのように安全走
行をするのか？」
「交差点で自動運転車と鉢合わせしたら、道を譲るべ
きか？先に行くべきか？」

自動運転の安全性に対する期待と現実のギャップを埋める
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自動運転移動サービスに関するJARIの取組み

自動運転レベル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト
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出典：
経済産業省HP

 JARIはテーマ2に参画
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自動運転移動サービスに関するJARIの取組み

テーマ２にて「安全確保の方策と安全性の評価方法の検討」を担当

自動運転移動サービスの実用化を見据えて

1. ひたちBRTバスの自動運転高度化

安全走行方法の策定

安全性評価法の有効性確認

機能安全とSOTIFへの対応支援

簡易な仮想環境の構築

2. 安全設計・評価に関わる要件・考え方の体系化（整理・具体化）
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目的
関係者間で安全走行方策の妥当性
を確認・理解（システムの安全性
評価と振舞いの確認・理解）

サービス運行者，システム開発者
が使う

要件・特徴

利用者視点からの視覚情報を再現

短期の開発期間
で対応可

関係者間で走行イメージを
共有する簡易な仮想環境

目的
実車での公道走行評価の代替と
なる検証

 センサや制御手法の設計・検証

システム開発者が主に使う

要件・特徴
オブジェクトの特性，位置，サ
イズなどを精緻に模擬する

長期の開発期間と
専用設備が必要

実車・実路走行試験に代わる
精緻な仮想環境

自動運転移動サービス開発への仮想化技術の活用

自動運転移動サービスの開発プロセス
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社会受容性
の醸成

地域の課題の把握

許認可プロセス・社会実装

提供サービスの定義

設計

評価

車両選定
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狙い

サービス提供者側と利用者側間で適切な安全走行・運行に関する合意形成促進

仮想化技術の活用

自動運転車の走行環境を仮想空間上に再現

自動運転制御システムの長所と短所を視覚的に理解可能

多数の人に多様な走行シーンを疑似体験してもらうことができる
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https://www.abal.jp/

「簡易な仮想環境」
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「簡易な仮想環境」

表示・再現内容

ドライバ視点、歩行者視点、三人称視点（鳥瞰）などから見た映像

車載センサ（カメラ・LiDAR）の検知距離・範囲を重畳表示

状況に応じてバスが危険を回避しつつ安全に走行する様子

緊急停止などの事象  実環境では再現困難

理解・合意形成する内容

自動運転車の環境認識性能

自動運転車の安全な走行方法（制御）

自動運転車に関する交通ルール
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交差点通過シーンの再現
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前方カメラ

左方カメラ

右方カメラ

定点１：交差点
方向の監視カメラ1

鳥瞰

定点1,2：この地点の監視カメラ(想定) の視点

交差点に向かう
歩行者

定点2：交差点
方向の監視カメラ2
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交差点通過シーンの再現
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バス搭載カメラの視点

前方カメラ

左方カメラ 右方カメラ
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交差点方向の定点・歩行者の視点

定点１：
交差点方向
の監視カメラ1

交差点に向かう
歩行者

交差点通過シーンの再現

定点2：
交差点方向
の監視カメラ2
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歩行者横断シーンの再現

12

鳥瞰

前方カメラ

左方カメラ

右方カメラ

定点1,2,3：この地点の監視カメラ(想定) の視点

定点1：交差点を見渡す
監視カメラ1

定点2：交差点を見渡す
監視カメラ2

定点3：交差点を見渡す
監視カメラ3

横断歩道を渡る
歩行者2

横断歩道を渡る
歩行者1

横断歩道を渡る
歩行者3
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歩行者横断シーンの再現

13

交差点を見渡す定点の視点

定点１：
交差点を見渡
す監視カメラ1

定点３：
交差点を見渡
す監視カメラ3

定点2：
交差点を見渡
す監視カメラ2
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歩行者横断シーンの再現
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バス搭載カメラの視点

前方カメラ

左方カメラ 右方カメラ
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歩行者横断シーンの再現
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横断歩道を渡る歩行者の視点

横断歩道を渡る
歩行者1

横断歩道を渡る
歩行者2

横断歩道を渡る
歩行者3
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おわりに

仮想化技術の活用
「簡易な仮想環境」の構築  安全走行・運行の合意形成を促す

•走行環境をVR空間上で擬似的に体験

•自動運転制御システムの長所と短所を視覚的に理解可能
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今後の予定
関係者を対象としたモニタ評価による有効性検証
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ご清聴ありがとうございました

日本自動車研究所


